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ベトナムなど） 、 金融引き締め（韓国、中国、台湾、ベトナム、タイ、フィリピン、インド 物価対応政策パッケージ（タイ、 インドネシア）などが発動された。












核廃棄を援助の前提条件とした これに北朝鮮が激しく反発し、 二〇〇〇年の南北共同宣言以来活発化 ていた南北交流は中断状態となった。印パ関係は、カシミールでのトラック交易開始などの友好ムードが、ムンバイの連続テロを契機に一気に冷却した。
　このほか、ミャンマーのサイクロ
ン被害に際しては、ＡＳＥＡＮが欧米からの援助受け入れのきっかけを作ってプレゼンス増大を印象付けた。中台関係の改善と緊密化もま 印象的な出来事であった。
　本書の内容は研究所ウェブサイト
での閲覧も可能である。研究所の賛助会法人会員の方々は現時点 おいて閲覧可能で、その他の方々にも五年後には公開される予定である。
　アジア地域が、世界経済および国
際政治において果たす役割は日増しに大きくなっ いる。同地域に関する読者の現状理解および将来展望一助となることを執筆者一同、切に願うものである。
（おくだ 　さとる／アジア経済研究所地域研究センター専任調査役）
